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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
町
行
政
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
、
国
の
経
済
が
上
昇
機
運

と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
域
に
お

い
て
は
、
経
済
も
活
発
化
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
北
海

道
の
経
済
は
低
迷
し
た
ま
ま
と

い
う
こ
と
で
、
誠
に
憂
慮
に
耐

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

厳
し
さ
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
当

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
漁

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
天

然
昆
布
漁
は
例
年
に
な
く
量
も

多
く
、
価
格
も
予
想
以
上
の
好

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
刺
し
網
漁
は
昨
年
末

漁
獲
量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

今
後
の
好
調
な
水
揚
げ
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
国
の
三
位
一
体
改
革

の
中
で
、
地
方
自
治
体
が
大
変

厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま

す
が
、
当
町
も
平
成　

年
度
を

１７

行
財
政
改
革
元
年
と
位
置
づ
け

昨
年
４
月
か
ら
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
直
ぐ
に
行
え
る
も

の
や
、
数
年
か
か
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の

健
全
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年　

月
１
日
を
基
準
と
し

１０

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
国
勢
調

査
で
あ
り
ま
す
が
、
５
年
前
の

国
勢
調
査
と
比
較
し
て
、
人

口
・
戸
数
共
に
増
加
し
て
お
り

ま
し
て
、
渡
島
管
内
近
隣
の
市

町
が
減
少
の
中
、
上
磯
町
・
七

飯
町
に
次
い
で
鹿
部
町
が
微
増

で
あ
り
ま
す
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
は
大
和
リ
ゾ
ー
ト
地
に
定

住
者
が
増
加
し
て
お
り
、
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
更
に
、
定
住
者
の
促
進
に

力
を
入
れ
、
過
疎
化
に
な
ら
な

い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
諸
施
策
を
顧

み
ま
す
と
、
駒
ケ
岳
防
災
対
策

に
お
き
ま
し
て
は
、
防
災
行
政

無
線
の
更
新
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１７

　

年
度
の
２
年
間
で
順
次
更
新

１８す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
駒
ケ
岳
の
泥
流
砂
防
施

設
に
お
き
ま
し
て
も
引
続
き
工

事
を
施
工
し
、
防
災
対
策
の
強

化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
老
人
い
こ
い
の
家
の

建
替
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
役

場
庁
舎
内
に
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
利
用
者
等
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
お
り
、　

年
度
初
め

１８

に
工
事
に
着
手
し
、
年
度
末
頃

に
は
、
完
成
の
予
定
で
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
２
７

８
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成　

年
度
は
、

１７

大
岩
地
区
の
常
呂
川
橋
左
岸
橋

台
及
び
常
呂
川
橋
取
付
護
岸
、

各
河
川
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
し
、

平
成　

年
度
に
常
呂
川
橋
上
部

１８

工
の
工
事
、
常
呂
川
橋
付
近
よ

り
ジ
ャ
リ
石
川
付
近
ま
で
の
道

路
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
港
関
係
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
、
鹿
部
漁
港
の
衛
生

管
理
型
漁
港
へ
の
工
事
が
着
手

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
平

成　

年
に
完
成
の
予
定
で
あ
り
、

２５
町
か
ら
の
負
担
金
も
多
額
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
水
産
物

の
信
頼
性
、
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
事

業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
財
政
の

厳
し
い
折
で
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
の
鹿
部
町
漁
業
振
興
の
た

め
に
も
順
調
に
工
事
が
進
む
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
漁
港
を
有
効
利
用
す
る
た

め
に
は
、
漁
業
関
係
者
の
意
識

の
向
上
な
ど
徹
底
し
た
漁
獲
物

に
関
す
る
対
策
と
施
設
整
備
に

関
わ
る
対
策
を
一
体
で
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
漁
業
協
同
組
合
と
も
充
分

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
こ
の
事

業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
平

成　

年
度
の
具
体
的
な
施
策
や

１８
予
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
の
執
行
方
針
な
ど
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、
い
づ
れ

に
致
し
ま
し
て
も
、
国
や
北
海

道
の
動
き
が
定
ま
ら
な
い
中
で

の
行
政
運
営
と
い
う
こ
と
で
、

地
方
自
治
体
の
財
政
的
危
機
は
、

当
町
で
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な

く
、
施
策
展
開
の
自
由
度
は
大

幅
に
制
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
効
果
的

に
活
用
し
な
が
ら
、「
小
さ
な

ま
ち
に
も
未
来
に
光
が
見
え
る

ま
ち
づ
く
り�
」
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
町
民
皆
様
に
と
っ
て

良
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成　

年　

元
旦

１８

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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元
鹿
部
消
防
団
分
団
長
、
西
村
由
次
さ
ん
、
元
鹿
部
消
防
団
副
分
団
長
、
松

川
忠
男
さ
ん
が
平
成
十
七
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

西
村
由
次
さ
ん
は
、
昭
和　

年
５
月
鹿
部
消
防
団
に
入
団
し
班
長
、
部
長
、

３１

副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
平
成　

年
７
月
の
退
団
ま
で
の　

年
間
、
ま

１２

４４

た
、
松
川
忠
男
さ
ん
は
、
昭
和　

年
８
月
鹿
部
消
防
団
に
入
団
し
班
長
、
部
長
、

２５

副
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
平
成
５
年
６
月
の
退
団
ま
で
の　

年
間
の
長
き
に
わ
た

４２

り
郷
土
防
災
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
火
災
及
び
風
水
害
に
際
し
て
は
、
率
先
し
て
任
務
に
当
た
り
実
行

力
と
責
任
感
を
持
っ
て
多
く
の
災
害
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
活
動
の
み
な
ら
ず
、
常
に
積
極
的
な
研
究
心
と
豊
富
な
経
験
知

識
で
能
率
の
向
上
施
設
の
拡
充
、
火
災
予
防
の
普
及
さ
ら
に
は
団
員
の
資
質
向

上
に
尽
力
さ
れ
地
域
の
消
防
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
栄
誉
あ
る
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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平
成
十
七
年
度
鹿
部
町
町
政
功
労

者
表
彰
式
が　

月
８
日
、
役
場
議
会

１２

議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
永

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
や
、

社
会
公
共
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
３

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
５
年
２
月
鹿
部
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
議
員
と
し
て
活
躍
し
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
現
在
ま
で　

年
間

６２

１８

の
永
き
に
亘
り
、
鹿
部
駅
舎
管
理
業

務
等
に
従
事
し
、
住
民
の
足
を
守
り

利
用
者
の
利
便
に
寄
与
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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さ
ん

　
　
　

（
昭
和
５
年
８
月
４
日
生
）
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さ
ん

　
　
　

（
昭
和
６
年　

月　

日
生
）

１０

１４
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平
成
５
年
２
月
鹿
部
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
議
員
と
し
て
活
躍
し
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

�
�
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��
�
 
さ
ん

　
　
　

（
昭
和
６
年
３
月
９
日
生
）

元町議会議員元町議会議員
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渡
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

総
務
事
務
員
と
し
て
勤
務
し
、
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
と
し
て
施
設
内
外
の
来
客
等
の
対

応
や
卓
越
し
た
事
務
処
理
能
力
を
有
し
、

間
接
処
遇
職
員
で
あ
り
な
が
ら
施
設
利
用

者
と
の
交
流
も
日
々
行
っ
て
お
り
、
多
く

の
方
か
ら
の
信
望
も
厚
く
福
祉
施
設
に
ふ

さ
わ
し
い
職
員
で
あ
り
他
の
模
範
と
な
っ

て
い
る
。

　

渡
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

寮
母
職
と
し
て
勤
務
し
、
身
体
障
害
者
療

護
施
設
に
お
い
て
入
所
者
の
指
導
訓
練
や

生
活
援
助
に
あ
た
り
、
勤
務
態
度
も
良
好

で
多
く
の
方
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
福
祉

施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
で
あ
り
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
。
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　平成１７年１０月１日に行われた「平成１７年国勢調査」にご協力いただき、ありがとうございました。
　北海道が１２月８日に発表いたしました国勢調査速報によると、渡島管内で１万６，１０８人、檜山管内では
４，０２９人の減少となりました。その中で、人口が増えたのは渡島管内の鹿部町ほか２町が増となりました。
　鹿部町の平成１２年国勢調査と平成１７年国勢調査を比較いたしましたので、お知らせ致します。
　なお、平成１７年国勢調査数値は、市町村要計表に基づき作成しております。
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　申告者の便宜を図るため、当町において昨年まで実施しておりました函館税務署職員による確定申告
相談は本年から実施しませんので、平成１７年中に土地や家屋等及び株式等の譲渡があった方は、ご面倒
でも函館税務署にて申告相談して下さい。
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　平成１７年中に出稼ぎ、会社勤め、又はアルバイト等で雇用先から賃金を受ける際に所得税を差し引かれ
ている方は、源泉徴収票を持参されますと所得税の全部又は一部が戻る場合があります。
��������	
��
　あなたや家族が病気、ケガで支払った医療費（通院費用を含む）が昨年１年間で１０万円（又は総所得金
額の５％のどちらか少ない額）を超える場合は、２００万円を限度として医療費控除の適用を受けることがで
きます。ただし保険金や高額医療費等で補償された部分の金額は除かれます。
��������	
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����	
���
　一定の用件を満たす住居用家屋の新築等で、金融機関等から住宅資金を借入れした場合、住宅借入金等
特別控除が受けられます。
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・印鑑
・出稼ぎや会社勤めをした方は、給与支払報告書、
給与支払い明細書
・年金受給者は社会保険庁発行の年金支払通知書
・営業をしている方は、仕入れ、売上等の経費の
わかる書類
・漁業の白色申告者は、先に送付されている収支
計算書
・１７年中（１月１日～１２月３１日）に支払った生命
保険料、損害保険料の控除証明書や国民年金保険
料、社会保険料等の納付額通知書
・医療費控除を受ける方は、１７年中に病院等に支
払った領収書（受診者、月、医療機関ごとに仕分
けし計算して下さい）
・今年初めて住宅取得等特別控除を受ける方は、
金融機関発行の借入金残高証明書、登記簿謄本、

工事請負契約書及び住民票
・昨年以前から住宅借入金等特別控除を受けてい
る方は、金融機関発行の借入金残高証明書及び税
務署から送付されている平成１７年分住宅取得特別
控除証明書（緑色で印刷された書類）
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（未申告者は、国民健康保
険税において軽減等の適用がされない場合や限度
額で課税される場合もあります。又、故意に申告
されない場合は、法に基づき罰せられることもあ
ります。）
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　平成１６年度及び平成１７年度の税制改正により、給与所得関係について、次のような改正が行われます。
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（１）所得者本人が年齢６５歳以上で、かつ、合計所得金額が１，０００万円以下である場合に適用される老年者
控除（５０万円）が、廃止されています。

（２）この改正は、平成１７年分以後の所得税について適用されますので、本年（平成１７年）分以後の年末
調整において、老年者控除の適用はありません。
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（１）年末調整の際に、社会保険料、小規模企業共済等掛金、生命保険料、個人年金保険料又は損害保険
料について控除を受けようとする場合には、その年最後の給与等の支払を受ける日の前日までに「給
与所得者の保険料控除申告書」（以下｢申告書｣といいます。）を提出しなければならないこととされて
います。この申告書を提出する際には、生命保険料、損害保険料等の控除について、一部のものを除
き、その保険料等の金額につき、これらの支払をした旨を証する書類（以下「証明書」といいます。）
を添付又は指示しなければならないこととされていますが、社会保険料については、証明書の添付又
は指示は不要とされていました。

（２）今回の改正により、年末調整において、社会保険料のうち国民年金保険料等について社会保険料控
除を受けようとする場合には、申告書に国民年金保険料等の証明書を添付又は指示しなければならな
いこととされました。また、年末調整において、社会保険料控除を受けた国民年金保険料等の金額が
あるときは、給与所得の源泉徴収票の摘要欄に「国民年金保険料等の金額」を記載することとされま
した。

（３）この改正は、平成１７年分以後の所得税について適用されます。なお、平成１７年３月３１日以前に年末
調整を行った場合には、国民年金保険料等の証明書の添付又は提示は不要です。
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（１）住居者が、住宅の取得等（一定の要件を満たす居住用家屋の新築、購入又は増改築等をいいます。）
をして、平成２０年１２月３１日までに自己の居住の用に供した場合において、その人がこれらの住宅の取
得等のための借入金等を有するときは、居住の用に供した年以後１０年間（平成１１年１月１日から平成
１３年６月３０日までの間に居住の用に供した場合は１５年間）について、その借入金等の年末残高の合計
額を基とした一定の金額をその年の所得税額から控除することができることとされています。（住宅
借入金等特別控除制度）

（２）今回の改正により、住宅借入金等特別控除の適用対象となる中古住宅の範囲に、地震に対する安全
上必要な構造方法に関する技術的基準又はこれに準ずるものに適合する一定の中古住宅が追加されま
した。

（３）この改正は、平成１７年４月１日以後に中古住宅の取得をし、自己の居住の用に供する場合について
適用されます。
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冬
は
厄
介
な
季
節
。
寒
さ
や

生
活
習
慣
な
ど
に
よ
っ
て
、
ど

う
し
て
も
血
圧
が
高
く
な
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
血
圧
の
上
昇

を
防
ぎ
元
気
に
冬
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

　

冬
は
寒
く
、
血
管
の
収
縮
が

起
こ
る
た
め
、
血
圧
が
高
く
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他

に
生
活
習
慣
で
塩
分
の
と
り
す

ぎ
や
肥
満
、
喫
煙
、
飲
酒
の
要

因
も
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
血

圧
が
上
昇
す
る
と
脳
卒
中
や
、

心
筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
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①
寒
暖
の
差
に
気
を
つ
け
よ
う

　

早
朝
や
晩
の
雪
か
き
、
温
か

い
室
内
か
ら
寒
い
外
へ
出
る
と

き
な
ど
、
体
が
急
に
寒
さ
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
血
管
が
収
縮
し

血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
い
き
な

り
外
に
出
ず
、
体
を
動
か
し
て

温
め
た
り
、
上
着
や
手
袋
、
帽

子
を
着
用
す
る
な
ど
防
寒
対
策

を
し
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
ト

イ
レ
や
廊
下
、
脱
衣
場
や
洗
い

場
も
温
め
て
お
き
、
室
温
が
下

が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

②
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
よ

う
　

塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
め

ん
類
の
汁
は
残
し
、
薄
味
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
高
脂
肪
食
品
は
控
え
、

適
度
な
運
動
で
肥
満
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。
睡
眠
不
足
や
過
労
、

喫
煙
な
ど
も
禁
物
で
す
。
ま
た
、

排
便
時
の
い
き
み
も
血
圧
上
昇

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー

ズ
な
便
通
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
普
段
の
血
圧
値
を
覚
え
て
お

こ
う

　

血
圧
の
正
常
値
は
１
３
０
／

８
５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
自
分
の
血
圧
値

を
覚
え
て
お
き
、
健
康
管
理
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
か

な
か
血
圧
を
測
定
す
る
機
会
の

な
い
方
は
家
庭
用
血
圧
計
で
計

る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
８
割
は

「
住
宅
火
災
」
か
ら
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
ち
８
割
は
「
居
室
」
か
ら

発
生
し
た
火
災
で
す
。
亡
く
な
っ
た

原
因
の
４
割
は
「
火
災
に
気
付
く
の

が
遅
れ
た
」
た
め
で
す
。
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寝
室
、
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る

場
合
は
そ
こ
に
行
く
た
め
の
階
段
で

す
。

　

台
所
、
居
間
等
は
安
全
の
た
め
つ

け
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
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平
成　

年
６
月
１
日
以
降
に
新

１８

築
・
改
築
す
る
建
物
は
そ
の
時
点
で

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
お
住
ま
い
の
住
宅
は
、
平
成　
２３

年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。
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火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
を
感
知

し
て
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
又
は

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
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火
災
に
よ
り
発
生
す
る
熱
を
感
知

し
て
、
火
災
を
警
報
音
又
は
音
声
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
と
ガ
ス
漏
れ

検
知
器
の
性
能
を
有
し
て
い
る
も
の

で
す
。
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防
災
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
電
器
店
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

（
消
防
署
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

安
価
な
も
の
で
２
千
円
く
ら
い
か

ら
高
額
な
も
の
で
１
万
５
千
円
く
ら

い
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

電
池
式
の
も
の
等
、
自
分
で
簡
単

に
取
り
付
け
れ
る
も
の
か
ら
電
気
工

事
を
必
要
と
す
る
も
の
ま
で
、
取
付

方
法
は
色
々
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入

時
に
販
売
店
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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購
入
の
目
安
と
し
て
次
の
マ
ー
ク

の
い
ず
れ
か
が
つ
い
て
い
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
は
、
東
京
消

防
庁
が
一
定
の
性
能

を
確
認
し
た
も
の
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�
�
�
�
は
、
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
に
適
合
し
た
も
の
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�
�
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
が
開
発
し
た

製
品
安
全
性
評
価
規

格
（�� ��
２
１
７
規
格
）
の
う
ち
、
２

０
０
１
年　

月　

日
に
改
定
し
た
規

１０

２１

格
以
降
の
規
格
に
適
合
し
、
認
証
を

取
得
し
た
も
の
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例
え
ば
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
点
検
も
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
な
ど
、
条
例
の
内

容
を
偽
っ
て
販
売
し
た
り
、
消
防
職

員
の
よ
う
な
服
装
で
消
防
職
員
の
ふ

り
を
し
て
販
売
す
る
。��
�
�
�
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現
在
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
内
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

割
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
を
代
表
す
る
消
防
本
部
に

お
い
て
、
専
用
回
線
を
用
い
て
一
旦
受
信
し
、

通
報
内
容
を
確
認
し
た
後
、
他
管
内
か
ら
の
通

報
に
つ
い
て
は
該
当
消
防
本
部
へ
転
送
す
る
方

法
を
導
入
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
を
代
表
す

る
消
防
本
部
（
代
表
消
防
本
部
）
は
、
平
成　
１５

年
３
月
末
現
在
、
２
１
６
本
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
転
送
回
線
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し

て
専
用
回
線
と
し
、
代
表
消
防
本
部
を
中
心
と

し
て
ス
タ
ー
状
に
管
轄
消
防
本
部
に
接
続
す
る

方
法
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

今
現
在
、
鹿
部
町
は
、
函
館
消
防
本
部
を
中

継
地
と
し
て
い
ま
す
が
、
無
線
基
地
局
の
近
い

と
こ
ろ
で
受
信
を
す
る
た
め
、
大
和
リ
ゾ
ー
ト

地
区
等
に
つ
い
て
は
、
室
蘭
な
ど
の
消
防
本
部

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、「
渡
島
管
内
鹿
部
町
で
す
」
と
言
う

こ
と
で
、
函
館
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ
、
鹿
部

消
防
署
へ
連
絡
が
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
末
よ
り
、
南
渡

１８

島
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
へ
と
中
継
地
が
変

更
と
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
以
前
と
変
わ
ら

な
い
が
、
中
継
地
が
近
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
以
前
同
様
、
近
く
の
中
継
地
で

受
信
す
る
た
め
、
森
町
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
ず
「
鹿
部
町
字

〇
〇
で
す
」
と
言
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
直
接
、

鹿
部
消
防
署
へ
連
絡
し
た
い
場
合
は
、
左
記
番

号
へ
お
掛
け
下
さ
い
。

鹿
部
消
防
署　
　
�
７－

３
３
３
１
番
ま
で
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�
�
�
�
�
�
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水
道
料
金
徴
収
員
が　

月
か

１１

ら
不
在
に
な
り
、
料
金
納
付
に

は
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
家
を
空
け
ら
れ

な
い
方
や
体
調
が
悪
く
て
納
め

に
出
ら
れ
な
い
方
は
、
そ
の
都

度
役
場
水
道
係
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
そ
の
都
度
お
伺
い
致
し

ま
す
。
ま
た
、
町
内
金
融
機
関

に
口
座
を
お
持
ち
の
方
は
、
口

座
引
落
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

通
帳
と
通
帳
用
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
金
融
窓
口
に
お
申
し
出

い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
手
続

き
を
取
れ
ま
す
。
経
済
情
勢
の

厳
し
い
時
代
で
は
御
座
い
ま
す

が
、
完
納
に
ご
協
力
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
未
納

が
大
き
く
、
一
度
に
完
納
で
き

な
い
方
は
、
３
月
か
ら
電
算
処

理
に
な
る
た
め
、
新
し
い
請
求

の
も
の
か
ら
先
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
時
に
未
納
解
消

に
も
ご
努
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
長
期
未

納
者
に
は
、
苦
労
し
て
納
付
さ

れ
た
方
と
の
均
等
を
図
る
う
え

で
も
、
こ
の
ま
ま
放
置
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
厳
し
い
措
置
も
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
注
意

下
さ
い
。

　

寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
水
道

管
の
凍
結
が
起
き
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
水
落
し

を
忘
れ
ず
に
十
分
な
管
理
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

　

建
設
水
道
課
水
道
係

　

代
表
電
話　

７－

２
１
１
１

　

直
通
電
話　

７－

３
６
４
０

�
�
�
�
�
�
�
�
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国
道
や
道
道
は
も
ち
ろ
ん
、

町
道
や
路
地
に
車
を
止
め
る
と

そ
の
区
間
の
除
雪
が
行
え
ま
せ

ん
。
特
に
町
営
住
宅
の
連
絡
路

は
道
幅
も
な
く
、
一
台
の
駐
車

で
も
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
る
団
地
や
車
庫
が
あ
る
方
は

連
絡
路
に
駐
車
し
な
い
で
下
さ

い
。

　

町
で
は
よ
り
早
く
町
民
の
足

を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪
車
が

通
れ
な
い
箇
所
は
除
雪
を
後
回

し
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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月　

日
、
町
内
会
環
境
衛

１１

２６

生
部
長
連
絡
協
議
会
の
主
催
事

業
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
な
い
街
を

目
指
し
、「
国
道
・
道
道
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
町
内
会
の
環
境

衛
生
部
長
や
会
員
の
皆
さ
ん
な

ど
約　

名
が
参
加
さ
れ
、
森
町

５０

境
界
寄
り
の
国
道
２
７
８
号
線

の
約
２
。
３
キ
ロ
と
道
道
大
沼

公
園
鹿
部
線
の
約
４
。
１
キ
ロ

の
道
路
上
及
び
道
路
脇
の
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
前
は
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
弁
当
殻

な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
よ
そ
２
時
間
か
け
て
拾
い
集

め
た
結
果
、
指
定
袋
約
２
０
０

袋
分
も
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
、

道
路
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
は
美
観
を
損
ね
る
ほ
か

に
も
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
道
路
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
公
共

施
設
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止
め
、
ゴ

ミ
の
な
い
街
に
し
ま
し
ょ
う
。
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　北海道では、平成１８年１月より地方税ポータルシステム（エルタ
ックス）を利用し、インターネットによる法人道民税・法人事業税
の申告受付を開始しました。
　詳細につきましては、エルタックスホームページや北海道ホーム
ページをご覧下さい。
　エルタックスホームページ
　������������	�
����
　北海道ホームページ
　�������������	
�����
����������������������

��������	

白銀の世界で　　　　　　　　

　　　　リフレッシュしませんか。
�����������	
日　時　１月２９日（日）２月５日（日）
　　　　午前１０時～午後３時
場　所　函館七飯スキー場
対象者　一般町民（高校生以上）
保険料　１，５１０円
リフト代　当日各自で購入して下さい。
申込み　１月２０日（金）まで

��������
日　時　１月２２日（日）
　　　　午前１０時～正午
場　所　鹿部ロイヤルホテル周辺
対象者　一般町民（高校生以上）
申込み　１月２０日（金）まで

��������	
日　時　１月２４日（火）３１日（火）
　　　　２月７日（火）１４日（火）２１日（火）
　　　　午前１０時～正午
場　所　鹿部公園ほか
対象者　一般町民
保険料　１，５１０円

貸出用のスキー用具（ゲレンデスキー・歩くス
キー）はありますが、サイズ・台数に限りがあ
りますので、ご了承ください。
お申込み、お問合せは、総合体育館まで
　　　　　　　　　　　�７－３９８８
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　森警察署では今年も犯罪の発生件数を１件でも多く減少させるため、あらゆる活動を実施しますが、それには地域の
みなさんのご協力が必要です。ご協力お願いします。

��������	
��
�
　・急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキを伴う運転はやめましょう。
　・ブレーキは「じわ～っと」ソフトにかけましょう。
　・日陰、橋の下、トンネル出入付近、山間部などでは路面が凍結しやすいので、十分注意しましょう。

���������	
�

物損事故（件）傷者数（人）死者数（人）発生件数（件）

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

－１３２６２２４９０＋５９４９９＋１１２－９７４６５森警察署管内
－１０８０７０＋１９５２４－１１０＋１２５１７鹿 部 町 内

����������	
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窃　盗　犯　認　知　件　数全刑法犯
認知件数（件）

　　　　罪種

管内　　　　

計自動車盗（件）車上狙い（件）侵入盗（件）

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

－８２２４４１６２＋３４７－６３９３３－１９５５３６－７８２６９１９１森警察署管内
－１２４７３５＋３０３＋１４５＋１８９－２４７４５鹿 部 町 内
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☆　貸付月額　２０万円（単身世帯は１０万円）以内
☆　貸付期間　１２ヶ月以内
☆　貸付総額　２４０万円（単身世帯は１２０万円）以内
☆　貸付金の償還
　　・貸付期間終了後、最長で１２ヶ月間を措置期間（無利子）

とすることができます。
　　・措置期間経過後、７年以内で償還をして頂きます。
☆　貸付の利率　年３％
☆　連帯保証人　原則として１名
※詳しくは、役場民生課福祉係へお問合せ下さい。　
　　　　　　�７－２１１１（内線４２）
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平成１７年１１月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，７９４世帯（－１）
　男　　２，３８５ 人 （－３）
　女　　２，４９９ 人 （＋１）
　計　　４，８８４ 人 （－２）

●６５歳以上の人口 １，０６１人
　高齢化率　　　　２１．７％
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山　

田　

フ
ミ
ヱ
さ
ん

岩　

島　

キ　

ク
さ
ん

松　

本　

フ
サ
ヱ
さ
ん

高　

橋　

正　

利
さ
ん

政　

坂　

英　

美
さ
ん ��

�
六
五
歳

七
六
歳

八
〇
歳

七
四
歳

七
三
歳 �

�大
岩

鹿
部

宮
浜

宮
浜

本
別

�
�
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�
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�
�
�
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椎　

野　
 
美 　
 
咲 
ち
ゃ
ん

み 

さ
き

能　

戸　
 
海 　
 
波 
く
ん

か
い 

は

平　

井　
 
萌  
 々 
華 
ち
ゃ
ん

も 

も 

か

松　

川　
 
愛 　
 
菜 
ち
ゃ
ん

あ
い 

な

中　

村　
 
奏  
乃  
香 
ち
ゃ
ん

そ 

の 

か

高　

本　
 
杏 　
 
美 
ち
ゃ
ん

あ 

み

�
�
�

正　

輝
豊

勝　

弘

義　

憲

昇　

嗣

康　

彦 �
�宮

浜
宮
浜

宮
浜

宮
浜

本
別

本
別
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